
世界遺産「やんばるの森」から世界へ！

日本の離島と呼ばれている辺境地域が実証する、エネルギーと防災の未来図

“From the Forest of Yanbaru to the World – A Japanese Island‘s 
Blueprint for Future of Energy and Resilience”

プライム・スター株式会社
WWW.PRIMESTAR.CO.JP

沖縄県国頭村における、エネルギー自立と防災（レジリエンス）強化による地域共生モデル事業



会社概要
創業23年目 東京電力エネジーパートナーの資本参加会社

＊東京都教育庁、沖縄県豊見城市など全国の自治体で
初期費用無料でLED照明交換も実施中。

＊千葉県柏市や新潟県関川村でも太陽光パネル設置を推進。
＊沖縄県国頭村にレドックスフロー電池を設置

脱炭素対策

レジリエンス対策



国頭村に設置された レドックスフロー電池

レドックスフロー蓄電池



ウオーターバッテリーと言われている「レドックスフロー電池」は

アメリカのNASAが基本原理を開発した水溶液を使用した安全な蓄電池です

還元（reduction）と酸化（oxidation）を合わせた言葉



サイクル数は無制限 リチウムイオン電池の倍以上の20年以上の長寿命の蓄電池

リチウムイオン電池のように将来の廃棄の心配が少ない環境性能にも優位性

安全性が高い 長寿命 拡張性が大きい



PRIMESTAR CORPORATION

国連気候変動枠組条約 COP29で発表したレドックスフロー電池

水で出来た蓄電池 絶対燃えない・リチウムイオン電池の2倍以上の長寿命



東京電力の元副会長の廣瀬直己様（現世界エネルギー協会副会長）や

自民党衆議院議員 河野太郎様にも直接

COP気候変動に関する国際会議で英語で応援スピーチをいただきました。

COP29で紹介したウォーターバッテリー

水で出来た蓄電池 絶対燃えない・リチウムイオン電池の2倍以上の長寿命



蓄電池としてのレドックスフロー採用の理由
本プロジェクトでレドックスフロー蓄電池が採用された主な理由は、その優れた安全性と長寿命性にあります。
水溶液を電解液とするレドックスフロー電池は、近年問題となっているリチウムイオン電池の発火リスクがなく、
安心して利用できます。また、補助金をとっても10から15年程度しか利用できないリチウムイオン電池に比べ
て、20年以上の長寿命は、設備の長期的な安定運用に貢献します。



項目 レドックスフロー電池
（バナジウム電解液） リチウムイオン電池 NAS電池 鉛蓄電池

電池種類 レドックスフロー
（バナジウム電解液） リチウムイオン NAS電池 鉛蓄電池

構造材（正極/負極） Vイオン / Vイオン Liイオン含有金属酸化物 /
 炭素 硫黄 / ナトリウム 二酸化鉛 / 鉛

理論エネルギー密度
（Wh/kg） 100 392〜585 786 167

耐久性 ◎（20年以上、長期利用可）
◎サイクル数は無制限 ○（10年程度 / 約7000回） ○（10年程度 / 約4500回） ○（15〜17年 / 約3000回）

安全性 ◎（発火・爆発リスク無し、難燃性） ×（発火リスクあり） ×（高温運転 300℃ 必要） △（希硫酸・鉛は有害）

環境性能 ◎リサイクル可能（半永久利用可、廃
棄コスト低）

△（10〜15年で廃棄要、リ
サイクル困難・廃棄費用膨
大）

△（高温運転のため廃棄時も
専門対応必要）

△（有害金属含むため産業廃
棄物扱い）

拡張性 ◎（大型化可能、出力/容量はモ
ジュールで柔軟）

◎（大型化可能、モジュール
で拡張可） ○（大型化可能） △（大型化に不向き）

充放電時間 ◎長時間対応（24時間充放電可）
◎充電と放電が同時に可能 ◎（高速対応） ◎（高速対応） △（時間制約あり）

出力 ○（時間利用により1/10以下の大出
力可） ◎（高出力） ○（短時間高出力） ○（短時間高出力）

充放電効率 電池単体：75% ／
システム全体：70% 約95% 電池単体：85% ／

システム全体：75% 80〜90%

主要機器 循環ポンプ
PCS

PCS
水冷システム ヒーター 特になし

資源制約の有無 △（バナジウム） ×（リチウム） ×（ナトリウム） ○（鉛はリサイクル可能）

特長（長所/短所）

- ◎充放電回数無制限- 
- ◎リチウムイオンの2倍の長寿命- 
- ◎難燃性の水溶液を使用- 
- ◎充放電回数無制限- 
- ◎サイクル数無制限
- （アービトラージに最適）
- ◎安全性極め
- ◎充放電回数無制限- 
- ◎資源リサイクル性能大- 
- ◎大型システム拡張性大- 
- ×低エネルギー密度
- ×総じて価格が高い

- ◎高効率- 
- ◎小型・軽量- 
- ×安全性課題（発火）- 
- ×資源制約大- 
- ×廃棄リスク
- ×保険金額高額
- ×15年程度で交換リスク
- ×メーカー毎に性能がバラ

バラ・電池の評価リスク
- ×地政学的リスク
- ×メンテナンスリスク
- ×1日にワンサイクル規制
- ×消防法危険物規制

- ◎高効率-
- ◎高出力- 
- ×高温維持必要（300℃）

- ×安全リスク大- 
- ×メンテナンス必要
- ×安全管理人費用リスク
- ×廃棄リスク
- ×保険金額高額

- ◎国内再資源化可能- 
- ◎低コスト-
-  ×短寿命- 
- ×有害物質- 
- ×自己放電大



種類・設置・使用区分 使用目的 イメージ写真 その他

長期脱炭素電源
オークション

＊脱炭素電源の導入促進
再エネ・蓄電池・ゼロエミ火力などの長期
的な電源を安定的に導入する仕組み。
＊供給力の確保
将来の電力不足を防ぎ、安定供給を実現す
るために、一定規模の供給力を長期間確保。
＊投資回収の安定化
電源事業者が長期契約を得ることで、初期
投資（蓄電池や再エネ設備）の資金調達を
容易にし、事業リスクを軽減。
＊市場価格の平準化
再エネ・蓄電池の導入により、電力市場の
価格変動（スポット市場の高騰や下落）を
抑える。
＊系統安定化・調整力確保
再エネ比率が高まる中、蓄電池や柔軟電源
の確保により、周波数制御や需給調整を安
定化。
＊脱炭素社会の実現
2030年の46%削減・2050年カーボン
ニュートラル目標に向けた主要政策ツール。

オングリッド
系統接続蓄電池
広域認定制度
セキュリティークリアランス
JC-STAR制度認定
系統接続用PCS
EMS（Energy Management System）
インバランス制度
アグリゲータ―
系統増強費用（Grid Enhancement Cost）
脱炭素電源認定（Green Power Certification）
系統制約（Grid Constraint）
電気事業法、消防法、建築基準法の適合確認

アービトラージ蓄電所 収益源（Revenue Streams）
①容量市場（kWベースで供給力を販売）
②需給調整市場（周波数・需給バランス調
整）
③卸電力市場（スポット・時間差取引）
④再エネ活用（FIT/FIP併用やVPP）

オングリッド
系統接続蓄電池
系統接続用PCS
EMS（Energy Management System）
アグリゲータ―
電気事業法、消防法、建築基準法の適合確認

BCP対策
小型コンテナタイプ

自治体向け国土強靭化・防災対策
災害時の自立運転

（オフグリッドモード対応）
非常用電源確保

（通信・医療・公共施設への優先供給）
太陽光や可搬型発電機との

プライム・スターの蓄電池3つのご提案



2種類の組合せで拡張性を担保







地方自治体

慶應義塾大学大学院
メディアデザイン科 埼玉工業大学

地域の工事会社 金融機関 農協・畜産連合会





https://prtimes.jp/story/detail/XBa66YUPe8x

再生可能エネルギーに適した蓄電池「レドックスフ
ロー電池」の研究にチャレンジする埼玉工業大学



導入の目的は？
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⑭ 「企業版ふるさと納税制度を戦略的に組み合わせた資金調達制度」は、どのようなものか？
「企業版ふるさと納税制度（地方創生応援税制）」とは、企業が地方公共団体の地方創生事業に寄附を
行った場合、法人関係税から最大で寄附額の約9割の税額控除を受けられる制度です。本プロジェクトで
は、この制度を環境省の補助金と組み合わせることで、自治体の財政負担を最小限に抑えつつ、必要な
設備を導入しています。
これにより、ふるさと納税の資金が、道の駅の防災機能強化に直接活用されています。

企業版ふるさと
納税制度活用

① 東京の企業2社から約12,000万円の企業版ふるさと納税で寄付を受ける

「企業版ふるさと納税制度を戦略的に組み合わせた資金調達制度」は、どのようなものか？





補助金
採択決定

② 環境省の地域レジリエンス補助金5,000万円獲得 約１/２

「企業版ふるさと納税制度を戦略的に組み合わせた資金調達制度」は、どのようなものか？



① 東京の企業2社から約12,000万円の企業版ふるさと納税で寄付を受ける

② 環境省の地域レジリエンス補助金5,000万円獲得



補助金の概要など 地域レジリエンス



設置場所は やんばるパイナップルの丘 安波



国頭村

国頭村は沖縄県北部に位置し、世界遺産に認定された場所

ジャングリア



レドックスフロー蓄電池設置場所太陽光パネル設置場所



エネルギー自給率向上と防災機能の抜本的強化について

このプロジェクトは、道の駅に導入した太陽光発電設備とレドックスフロー蓄電池を連携させることで、道の駅施設のエ
ネルギーを自給自足し、再生可能エネルギーの地産地消を目指しています。
これにより、地域のエネルギー自給率向上に貢献しています。道の駅の電力の一部を再生可能エネルギーで賄うことで、
自給率は向上しています。

防災機能の抜本的強化: レドックスフロー蓄電池と太陽光発電の組み合わせにより、道の駅は平常時は
環境に配慮した施設として運営される一方、災害時には地域の防災拠点として機能します。
停電が発生した場合でも、蓄電池に蓄えられた電力と太陽光発電で、避難所としての機能（通信機器への給電など）を維
持することが可能になります。特に、絶対に燃えたり発火したりしないレドックスフロー蓄電池の採用は、災害時の安全
性を大きく高める「抜本的強化」と言えます。
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新たな課題解決に向けて「BCP」対応と「パイナップル」活用
防災型道の駅のコンセプト拠点として施設を実証実験フィールドへ

⑩ 多角的な事業展開に関わる活動実績を確認したい。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート





道の駅内にはレストランも完備

多角的な事業展開に関わる活動実績をご紹介
道の駅で販売する製品開発などを通じて地元のパイナップルを使用したケーキなどを製造販売していま
す。アルバイトなど雇用も生まれています。



規格外パイナップルのケーキ
安波集落はパイナップルの生産が盛んな地域です。そこで「やんばるパイナップルの丘 安波」は、台風や気
候問題で市場に出すことが出来なくなってしまった規格外のパイナップルや加工して余ったヘタの廃棄がた
くさんあることに着目します。

安波集落の特産品であるパイナップルのフードロスを削
減し、地域の方々の手で加工し直接消費者へ届けること
で６次産業化支援事業という大きなサイクルを生み出す
ことに成功しました。
現在はこの小さなサイクルをもっと大きなものへと拡大
するため生産工場を増やしたり、生産業務を受託・委託
を実現し生産性を高めるOEM化も目指しています。

パイナップルを食べて育ったパイ豚の「そぼろ定食」
沖縄県のブランド豚として人気の「アグー豚」に、パイナップルを飼料化した餌で育てた「パイ豚（ぱいと
ん）」をご存知でしょうか？その肉質は一般的な豚肉よりも霜降りの割合が5％多く、脂肪融点は低いので
口に入れた瞬間に脂肪が溶け出します。そのため旨味と甘味がある良質な豚肉として評価されています。

多角的な事業展開に関わる活動実績をご紹介



地域住民・産業や、大手事業会社、新進気鋭ベンチャーと連携し、ここでは新たな挑戦や実証実験が日々

行われています。地域資源を活かした6次化支援や、生産者の所得向上、担い手育成、雇用の創出など、や

んばるの地から社会全体の未来を切り拓いていきます。

多角的な事業展開に関わる活動実績をご紹介



エネルギー面の施策と地域振興施策との連動
本事業は、道の駅にレドックスフロー蓄電池と太陽光発電設備を導入することで、平時のクリーンエネル
ギー活用による脱炭素化と、災害時の電力確保による地域のレジリエンス強化という二つの目的を同時に
達成することを目指しています。道の駅を防災拠点とすることで、地域の安全・安心を確保し、地域住民
の暮らしを守ることに直接貢献します。



国頭村長サステナブル協議会主催の視察・披露会開催

情報発信の手法 サステナブルビレッジ協議会を中心にした全国自治体視察ツアー開催



NHK沖縄放送局も取材



プライム・スター株式会社も事業説明





視察に参加いただいた皆さんとの記念撮影



視察では、構造や仕組みの説明を実施



NHK、沖縄タイムスほかマスコミも視察ツアーに参加





⑫ イベント等での設備活用頻度と住民からの反響や意見。
全国の自治体やリース会社などが視察に訪れるようになってきました。
7月28日は熊本県県議連20名が視察

今度は逆に、10月には国頭村
がくまもんを使用した観光戦
略の視察決定しました。自治

体同士の交流が進んでいます。









第２期工事予定



既存のグランピング施設を機能強化



レドックスフロー蓄電池設置場所太陽光パネル設置場所
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慶應義塾大学大学院メディアデザイン科とプライム・スターが支援協力する 地域みらいプロジェクトについて
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スターリンクも追加設置予定
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駐車場を活用したEV自動運転車の電源基地の設置
プラス BPC停電対策レジリエンス 国土強靭化計画策定

＊既存の駐車場を有効活用
＊建ぺい容積率関係なし
＊レドックスフロー電池で発火の心配なし
＊BCP対策として災害発生時に電気の安定供給
＊EV自動運転車の電源基地



矢野経済研究所は2025年9月8日、定置用蓄電池（ESS）世界市場見通しに関する
調査結果を発表した。2033年のESSの世界出荷容量は735GWhに達すると予測し
ている。

世界的な再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、出力変動の吸収による系統電
力の安定化や、非常時のレジリエンス確保などを背景に、定置用蓄電池のニーズ
は拡大傾向にある。





ご清聴ありがとうございました
垂直立型両面パネル
Vertical Double-Sided Solar Panel

薄型フレキシブル太陽光パネル
Thin-film flexible solar panel
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